
野生種の持続可能な利用評価報告書：
知識ギャップに着目した解説
森林総合研究所
⽣物多様性・気候変動研究拠点
古川拓哉

#SustainableUse Assessment

2022/11/4 森林総研ウェビナー



アウトライン
1.アセスメントの概要

2.政策決定者向け要約（SPM）の解説
A) ⼈類と⾃然にとって野⽣種の持続可能な利⽤は重要
B) 野⽣種利⽤の現状と動向
C) 野⽣種の持続可能な利⽤のために重要な要素と条件
D) 動的な将来における野⽣種利⽤の持続可能性を⾼める道筋と
⼿段

3.知識ギャップ
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1. アセスメントの概要



アセスメントの概要

§ ⽬的
• ⽣物多様性の持続可能な利⽤の中でも野⽣種に特化した評価
• 野⽣種利⽤を介した⾃然と⼈間社会の相互依存関係の評価
• 野⽣種利⽤の持続可能性を促進する様々なアプローチを検討

§ 執筆作業
• 33カ国85名の専⾨家が執筆
• 本⽂は６章構成（右表）
• 古川は第2章の代表執筆者（LA）
• 2018年から作業を開始、2022年7⽉に採択
• 2021年4⽉までに公表された6200以上の⽂献をレビュー

章構成
1. 導⼊
2. 持続可能な利⽤の概念
3. 利⽤の現状と動向
4. ドライバー
5. 将来シナリオ
6. 政策オプション
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野生種の定義
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! ３つの⼈為的な介⼊軸
• 形質の遺伝的選択
• ⽣存・繁殖への⼈為介⼊
• 分布への⼈為的な介在

"これらの影響が少ない種
とその個体群
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2. 政策決定者向け要約（SPM）の解説



政策決定者向け要約（SPM）の構成
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3. 知識ギャップ



Natureの批判記事
! 「報告書は⼈類による種の搾取の集計に苦慮」

! 「4万種を利⽤」は過⼩評価
! 野⽣種利⽤の便益を誇張し、過剰利⽤の悪影響を

過⼩評価
! 野⽣動物の過剰利⽤と新興感染症の関係を軽視

Nature News | 12 July 2022 https://doi.org/10.1038/d41586-022-01917-3

! 共同議⻑らによる反論
! 4万種はかなり保守的な推定
! 野⽣種の過剰利⽤の悪影響はグローバルアセスメ
ントが評価済み

! ⼈獣共通感染症についても議論しているが、
56278パンデミック98報告書がより重点的に議論

Donaldson et al. (2022) Nature 608, 266
https://doi.org/10.1038/d41586-022-02125-9
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野生種利用の「真」の持続可能性の評価
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! ⽣態学的インパクトの評価に強く依存
• アセスメントでは社会・⽣態システムとし
ての特徴を強調

• ⼀⽅で、対象種の個体群動態など⽣態学的
インパクトを中⼼とした持続可能性の評価
にとどまった

! 社会・⽣態システムとして評価するには
• 持続可能な利⽤を促進する「重要な要素」
の評価の推進

• 社会的な便益や公平性（⼈間の福利）
• 持続可能性を⾼めるガバナンス指標
• 利⽤に関わる多様な価値観の考慮
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